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 はじめに 

本文書は、市内豊丘地区の市川幸夫
さ ち お

氏が所蔵する文書で、総点数 1038点を数える貴

重な史料群である。 

 市川家は、明治初期に金田新作・一二治親子が市川家に養子として入り市川家を継

いだとされ、金田氏以来数代にわたる史料が受け継がれてきている。 

 文政期以降の文書がしだいに増えていき、幕末期には須坂藩賄方（会計）に「金田

新作」の名が見られる。また、明治初年には「須坂藩士族金田新作」と記された文書

も見られ、同初期には、「金田新作」「市川新作」の氏名が混在する。その後、新作は

金田姓に復し、一二治が市川姓を継いでいったようすを知ることができる。 

 また、江戸期を含めて大量の書籍・冊子類が残されている。とりわけ、市川千歳治

（新作孫）が獣医師資格を取得していたため、科学・医学・数学関係の書籍史料が目

立つ。さらに、史学（日本史・中国史）関連の書籍史料も多い。 

 加えて、「谷川用水水門設定立会事件」や「谷川用水新堰取潰請求訴訟」などの訴訟

関連史料が大切に保管されており、宮城控訴院の判決文などはたいへん貴重である。 

 分類・史料点数などは、以下のとおり。 

 記号    分類項目      史料番号     史料点数 

  Ａ     江戸期        １０９      １５２ 

  Ｂ     明治期以降      ３３６      ４８５ 

  Ｃ     訴訟関連        ５４       ７２ 

  Ｄ     書籍・冊子類     １６９      ３２９ 

       合  計       ６６８     １０３８ 

 

 今回は、「１ 江戸期の文書」、「２ 明治期の切絵図」、「３ 訴訟関連」、「４ 書籍・

冊子類」の 4分類に大別し、その特徴的な文書を紹介する。 
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１ 江戸期の文書 

 江戸期の文書（152 点）は、金田新作が所蔵した須坂藩関連の史料が引き継がれ残

されている。その中から、以下の５点を選び紹介する。 

特に、Ａ－55、Ａ－61に注目したい。（この史料は須坂新聞にも紹介された） 

 

・Ａ－４    塩野村灰野方八ヶ村山論絵図 

・Ａ－11－１  下灰野村洞入組観音堂絵図 

・Ａ－23    若者組取決め 

・Ａ－55    堀恭之進上京猶予願 

・Ａ－61    恭之進御礼に付伺 
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下灰野村洞入組観音堂絵図 
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恭之進御礼に付候 
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２ 明治期の切絵図 

 明治期以降の文書（485点）には、多くの切絵図が残されている。 

 その中から、以下の５枚の切絵図を提示する。 

・Ｂ－45    高井郡灰野村絵図 

   明治６年（1873）9 月６日付の灰野村切絵図で、簡略だが村の地理がわかる。

畑田成（畑を水田に仕立て直した耕地）を記してある。 
 

・Ｂ－156    小山村大字園里之内字中田全図 

   この絵図には「明治 22 年（1889）12 月調製」とあり、小山村・園里村・坂田

村が合併した明治 22年 4月後に、何らかの事情で作成したものと考えられる。 
 

・Ｂ－218－１  第壱番字灰野欠切絵図 

・Ｂ－218－２  字灰野欠切絵図 

・Ｂ－219    第四番字中田切絵図 

 

  Ｂ－218－１以下（７枚）は、地番ごとに縦・横の長さ、面積、所有者名が記さ

れてある。彩色されたきれいな切絵図であるが、制作年代を確定する記述がないた

め、これらの切絵図は明治 22年の合併前かそれ以降か確定できない。尚、明治 25

年１月には「小山村」から「豊丘村」へと村名を変更している。 
 

   Ｂ－156とＢ－219は、同じ字中田の切絵図である。同じ位置にあると推認され

る東端の地番を比べてみると、Ｂ－156 の 892 番に対しＢ－219（朱筆記載）は

1314番と地番が異なっている。土地の形状はＢ－156がより正確ではあるが、所

有者名はなく「宅地・田・畑」別の記載のみである。当然ながら制作者及び制作

年代の違いはあるだろうが、２枚の絵図を重ねて検証をしていきたい。 
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字灰野欠切絵図                 第壱番字灰野欠切絵図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大字園里之内字中田全図 
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３ 訴訟関連 

 訴訟関連史料は 72点と、他の町村に比べかなり多い。 

 Ｃ－11「谷川用水々門設定立会被告事件書類」が中心であるが、Ｃ－９「諸鑑定其 

外訴訟ニ関スル書類」から始まり、「谷川用水新堰取潰請求控訴事件」「谷川用水末流 

溜池水口訴訟」「水路専用権確認訴訟」と続く控訴審や上告審、さらに鑑定書・訴訟代 

理委任状などなど、関連する史料が多数見られる。また、別訴訟の史料も散見できる。 

 これらの史料は、きわめて大量かつ詳細であるうえ地理および民情など地域事情が 

複雑なため、内容を精査できるまでの判読は難しい。 

 今回は、以下の４点（部分）を紹介する。 
 

 ・Ｃ－８   花岡綱太郎鑑定書 

・Ｃ－11   谷川用水々門設定立会被告事件書類 

・Ｃ－15   谷川用水新堰取潰請求控訴事件之答弁書 

・Ｃ－27   判決原本（谷川用水末流溜池水口請求） 
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４ 書籍・冊子類 

 書籍・冊子類はきわめて多い。江戸期のものもあるが、圧倒的に明治期のものが多 

く、総点数は 329点を数える。 

 「上・中・下」３巻（３冊）や「一・二・三」３巻（３冊）程度のものから、Ｄ－ 

33『日本外史』全 22巻（10冊）、Ｄ－151『史記評林』全 30巻（20冊）というよう 

な 10巻（10冊）を超えるような書籍類が多い。 

 まえがきに記したとおり、科学・医学・数学関係の書籍史料が多い理由は、市川千 

歳治（若くして死去）が獣医師資格を取得するために使用した教科書類が多いからで 

ある。また、「薬物学」全４巻など精緻な自筆史料も残る。これは、特筆できるもので 

ある。 

 さらに、史学関係の書籍類が多いこと、所有者を表す金田・市川の印が押された史 

料が多いことも特徴である。 

 次の２点（部分）は、たいへん興味深いものである。 

 

 ・Ｄ－12  陣中手療治（慶応四年） 

 ・Ｄ－18  明治六年太陽暦（新暦） 
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13 



 

あとがき 

 以上部分的ながら、重要な文書が多いことの紹介ができたと思う。 

 Ａ－68からＡ－76までは「金田新作」の須坂藩内での地位に関わる史料であるとと 

もに、Ｂ－２からＢ－11まで「須坂藩賄方金田新作」についての一連の史料と考え精 

査する必要がある。また、堀乙次郎・堀恭之進・中野五郎太夫・駒澤式右衛門・清須 

平馬などとの関係も精査が必要と考える。 
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